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１ 報告にあたって 

（１）作成の背景 

   近年，女性の就労率の上昇や育児休業制度の普及などにより，子育て家庭において

も共働きが増えています。また勤務形態も多様化しており，現在就労していない母親も

潜在的な就労意向を持つ人が多くなっています。 

  芦屋市においても，保育所及び幼稚園への就園等の状況をみますと，就学前児童数

は，毎年約 5,000 人程度で推移しているにも関わらず，幼稚園への就園人数は減少傾

向にあり，反対に保育所への入所申し込みは増加しています。そのため保育所へ入所出

来ない，いわゆる待機児童が増えている状況が続いております。 

このようなことから，芦屋市においては，平成２０年５月に，まず，庁内の課長級の

実務担当者レベルで組織された会議を設け，待機児童解消策の協議を行い，その中で，

教育委員会の施設等を有効活用するなどの意見がありました。 

そこで，本委員会は，①待機児童解消に向けた方策に関すること，②保育所と幼稚園

との連携に関すること，③その他保育所及び幼稚園の今後のあり方等を中心に，本市の

保育所と幼稚園の方向性を議論し取りまとめました。 

  今後は，この報告書に掲げた保育所と幼稚園の目指すべき方向を基に効果的で，なお

かつ効率的な運営が図られことを期待いたします。 

 

（２）検討経過 

  平成２１年１１月２７日に「芦屋市保育所・幼稚園あり方検討委員会」が設置されま

した。委員会は，学識経験者，保護者団体，労働者団体，行政関係者からなる９名の委

員で構成され，保育所と幼稚園の現場の視察も含め，これまで５回の委員会を開催しま

した。 

  「保育所と幼稚園の現状」と「今後の目指すべき方向」について委員会で討議・検討

し，平成２２年７月２７日に報告書にまとめました。 

   なお，委員会の開催内容の概要は以下のとおりです。 

 

第１回 平成２１年１１月２７日（金）
・委員会の進め方等について 

・芦屋市の保育所及び幼稚園の現状について 

第２回 平成２２年 １ 月２８日（木）
・前回の概要 

・検討課題の整理 

第３回 平成２２年 ５ 月１３日（木）

・現地視察（新浜保育所，浜風幼稚園，浜風夢保育園）

・第１回，第２回検討委員会について 

・本日の現地視察の感想 

第４回 平成２２年 ６ 月 ８ 日（火） ・報告書の骨子（案）について 

第５回 平成２２年 ７ 月２７日（火） ・報告書（案）について 
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２ 保育所と幼稚園の現状と課題について 

（１）就学前児童について 

   本市の平成16年度から22年度までの就学前児童の現状，児童数の推移及び動向（保

育所入所・幼稚園入園）につきましては，以下のとおりです。 

      

（公立保育所・私立保育園）                     各年度４月１日 

年 度 Ｈ16 H17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 H21 H22 

①就学前児童数  

     （人） 
５，０７１ ４，９９４ ５，０１０ ５，０５３ ５，１４６ ５，１６７ ５，１５１

公立保育所 

（設置数） 
６ ６ ６ ６ ６ ６ ６

私立保育園 

（設置数） 
３ ３ ４ ５ ５ ５ ６

計 ９ ９ １０ １１ １１ １１ １２

定 員 （人） ５７６ ５７６ ６３６ ７５６ ７５６ ７５６ ８１６

②入所児童数   

     （人） 
５６９ ５７８ ５７６ ６９３ ７５３ ７５２ ８２６

③待機児童数   

     （人） 

      ６４ 
 （３８） 

１０３
（４４）

１１４
（４２）

６６
（７）

１０１
（１０）

１８６ 
（３１） 

１５３
（４０）

④要保育児童数 

 （②＋③）（人） 
６３３ ６８１ ６９０ ７５９ ８５４ ９３８ ９７９

保育需要率 

 （④／①）（％） 
１２．５ １３．６ １３．８ １５．０ １６．６ １８．２ １９．０

                         注：（ ）は国基準の待機児童数を示す 

 

（公立幼稚園）                          各年度４月１日 

年 度 Ｈ16 H17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 H21 H22 

①就学前児童数  

     （人） 
５，０７１ ４，９９４ ５，０１０ ５，０５３ ５，１４６ ５，１６７ ５，１５１

公立幼稚園 

（設置数） 
９ ９ ９ ９ ９ ９ ９

②定 員 （人） ２，240 ２，240 ２，240 ２，240 ２，240 ２，240 ２，240

③入園児数    

５／１現在（人） 
 ８８８ ９１２ ９４３ ８８９ ８９８ ８６９ ８５７

④入園率 

（③／②）（％） 
３９．６ ４０．７ ４２．０ ３９．６ ４０．０ ３８．７ ３８．２

⑤幼稚園就園率

（③／①）（％） 
１７．５ １８．２ １８．８ １７．５ １７．４ １６．８ １６．６
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（私立幼稚園）                          各年度４月１日 

年 度 Ｈ16 H17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 H21 H22 

①就学前児童数  

     （人） 
５，０７１ ４，９９４ ５，０１０ ５，０５３ ５，１４６ ５，１６７ ５，１５１

私立幼稚園 

（設置数） 
４ ４ ４ ４ ４ ４ ４

②定 員 （人） ５１０ 510 510 510 510 510 510

③入園児数    

５／１現在（人） 
５１４ ４９７ ４９８ ４９５ ４９１ ４６１ ４７９

④入園率 

（③／②）（％） 
１００．７ ９７．４ ９７．６ ９７．０ ９６．２ ９０．３ ９３．９

⑤幼稚園就園率

（③／①）（％） 
１０．１ ９．９ ９．９ ９．７ ９．５ ８．９ ９．２

 

   前頁の表に示されているように，本市の０歳から５歳までの就学前児童数について

は，平成１６年度から平成２２年度までの間，ほぼ数値は一定していますが，保育需要

率については，私立保育園を平成１７年度から平成２２年度の間に３園開設したにも関

わらず，毎年増加しており，特に平成２１年度及び２２年度の保育需要率が著しく伸び

ています。 

   一方，公立幼稚園の入園児童数については，園児数が平成１８年度をピークに毎年

減少し，入園率が最近は４０％を割っている状況です。また，私立幼稚園の現状は，入

園率については 90％以上を維持しています。保育所では待機児童が年々増加の傾向に

あるなど，保育需要のバランスが大きく変化してきています。 

  なお，将来予測としては，就学前児童数の減少が見込まれていますが，昨今の社会・

経済情勢等から保育所の保育需要率は今後も一定の割合で上昇するものと推測されま

すので，施設の整備が緊要の課題です。 

 

（２）保育所について 

 ① 保育施設の設置状況等 

   芦屋市の保育所は，平成２２年４月 1 日現在，公立保育所６園，私立保育園６園 の

計１２園で定員数は８１６名です。 

   また，芦屋市の保育理念として，「一人ひとりの“いのち”を大切にする保育」を掲

げ，“いのち”を大切にする保育観として，まず子どもの主体性や自発性を尊重し，一

人ひとりの個性への対応や個人差への配慮をしながら，人間尊重の心を育てていく保育

を行っています。 

   芦屋市の保育所の利用方法の特徴として，以前は，乳児は主に私立保育園，幼児は

公立保育所で受け入れ，公立と私立が共存する中で保護者の需要に応えるために，公立

保育所においては乳児保育の充実に努めてまいりました。 

 さらに，待機児童解消のために，新設の私立保育園においては０歳から５歳までの児

童を受け入れるなど各年齢における保育需要に対応するように努めています。    
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保育時間については，通常保育として，公立及び私立保育園とも，毎週月曜日から土

曜日の間，７時３０分から１８時まで実施しています。また，延長保育は，各園とも土

曜日を除いて１９時まで実施していますが，私立保育園２園では，20 時まで実施して

います。 

 

（２歳以下と３歳以上の定員数）                   H22.4.1 現在 

公立保育所（６園） 私立保育園（６園） 合 計（１２園） 
区 分 

児童数 割合 児童数 割合 児童数 割合 

０歳～２歳 １４８人 ３０．８％ １７４人 ５１．８％ ３２２人 ３９．５％

３歳～５歳 ３３２人 ６９．２％ １６２人 ４８．２％ ４９４人 ６０．５％

合計（定員） ４８０人 １００．０％ ３３６人 １００．０％ ８１６人 １００．０％

 

  ② 受け入れ施設の拡充と待機児童 

   本市の保育所の待機児童数は，平成１３年度頃から微増し，平成１５年度から急増し

ています。このため，緊急の待機児童解消策（受入枠拡充）として，教育委員会の協力

を得て，平成１７年１０月に浜風小学校余裕教室を利用し６０人定員の保育園を開園，

さらに平成１９年４月には旧山手幼稚園跡地に１２０人定員の民間保育園を誘致いた

しました。これら新設の保育園を開園したにも関わらず，依然として待機児童が解消で

きず、急遽，平成２２年４月に６０人定員の私立保育園を開園しました。 

 
（保育所入所受入枠拡充）                    各年度４月１日 

公立保育所 私立保育園 合  計 
区  分 

施設数 定員(人) 施設数 定員(人) 施設数 定員(人)

平成 17 年度 ６ ４８０ ３ ９６ ９ ５７６

平成 18 年度 ６ ４８０ ４ １５６ １０ ６３６

平成 19 年度 ６ ４８０ ５ ２７６ １１ ７５６

平成 20 年度 ６ ４８０ ５ ２７６ １１ ７５６

平成 21 年度 ６ ４８０ ５ ２７６ １１ ７５６

平成 22 年度 ６ ４８０ ６ ３３６ １２ ８１６

増  減 ±０ ±０ +３ +２４０ +３ +２４０

   

  新たに，保育園が開園した直後は，一時的に待機児童は減りますが，その後も保育

所への申込者が増え，待機児童数は依然として増加の傾向にあります。待機児童を年齢

別でみると，毎年１歳児が特に多く，次に２歳児，３歳児の順となっております。 

また，待機児童の緩和を図るために，公立は定員の最大 110％まで，私立は定員の

最大 125％までの円滑化を実施しています。 
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（年度別年齢別待機児童数一覧表）                各年度４月１日 

年 度 Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 

０歳児（人） ５ ８ ８ ３ ６ ２０ １６

１歳児（人） １６ ２９ ４４ ２８ ３８ ７８ ６３

２歳児（人） １１ １７ ３２ １８ ２９ ３７ ３７

３歳児（人） ２３ ２４ １９ １５ ２２ ３９ ２３

４歳児（人） ９ ２２ ７ ２ ６ ９ １１

５歳児（人） ０ ３ ４ ０ ０ ３ ３

待機児童数 

合計（人） 
６４ １０３ １１４ ６６ １０１ １８６ １５３

 

  ③ 特別保育の実施状況 

 芦屋市では，通常保育のほか保育ニーズの多様化に対応するため，次のような特別保

育事業を実施しています。 

事 業 名 事 業 内 容 実 施 箇 所 

延長保育事業 保護者の就労条件等を加味し通常の保育時間を延

長する事業 

 

 

公・私全１２園で実施 

一時保育（預かり）

事業 

通常保育の対象とならない就学前児童で，保護者

の就労，傷病，入院，災害，事故，出産など一時

的に保育が必要となる児童を保育する事業 

 

私立６園中５園（さくら・こばと・浜

風夢・山手夢・夢咲）で実施 

 

統合（障がい児）保

育事業 

心身や発達に障がいのある児童など，日常的に保

育に欠け，特に配慮の必要な児童の保育に必要な

保育内容や保育環境（保育士の加配や保育室等の

環境整備）を整備し，当該児童の保育を行う事業。

公・私全１２園で実施 

地域活動事業 

（地域子育て支援

センター事業） 

 

地域全体で子育てを支援する基盤の形成を図るた

め，子育て家庭等に対する育児不安等についての

相談指導などを実施することにより，地域の子育

て家庭に対する育児支援を行う事業 

現在，公立全保育所で園庭開放・体験

保育・出前保育・子育て広場・育児相

談事業等を実施。私立保育園でも同じ

ように事業を実施。 

病後児保育事業 

 

 

児童が病気の回復期でかつ他の児童との集団保育

が困難なときに，保護者が就労や疾病等のために

家庭で保育できない場合に一時的に預かる事業 

 

市立芦屋病院内の施設で実施 
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（３）幼稚園について 

 芦屋市の幼稚園教育は，「基本的な生活習慣の形成を図るとともに，身近な自然環境

とのかかわりを通じて，豊かな感性やたくましく生きる力を育む教育」を行っています。 

 また，近年は在園児と未就園児の交流等，様々な機会をとらえて子育て支援活動を

実施し，「親と子の育ちの場」としての幼稚園の役割，機能の充実が求められています。

公立幼稚園は，平成１１年４月に山手幼稚園を西山幼稚園に統合した結果，現在では９

園です。 

  幼稚園の配置は，国道４３号線以北が５園，以南が４園と比較的バランス良く配置さ

れており，多くの幼稚園が公立小学校の隣に設置されて，小学校との連携も密に行われ

ています。 

公立幼稚園は，４歳児及び５歳児を対象とした，２年保育です。４歳児は３０人学級，

５歳児は３５人学級で，保育時間は，月曜日・水曜日・金曜日は弁当持参日で８時５０

分から１４時３０分まで，火曜日・木曜日は８時５０分から１１時５０分であり，阪神

間の公立幼稚園と同様に預かり保育は実施していません。 

（預かり保育実施状況） 

区   分 預かり保育実施施設 預かり保育時間 

市内公立幼稚園 0 園／９園 － 

市内私立幼稚園 ３園／４園 平均４時間 

公立幼稚園には，就学前児童の４・５歳児の約半数が入園しており，阪神間に比べて

も，公立幼稚園が占める割合が極めて高く，公立幼稚園の果たしている役割は大きいで

す。 

しかし，園児数は，昭和５５年の５３クラス，１,９３１人をピークに，少子化の影響

もあり，平成２１年度では３７クラス，８６９人（資料編参照）と約半減し，それに伴

い，幼稚園の空き教室も目立ちはじめ，全普通教室数の約４０％である２７教室が空き

教室となっており，ＰＴＡ室や図書室等に転用しています。 

 （公立幼稚園で行っている特別な活動） 

項  目 内  容 実 施 園 

母親学級 子育てについて，悩みなどを解消

するため園長先生からの助言や

子どもとの接し方など，講師を招

いての講演会を定期的に行って

いる。 

全園にて実施 

園庭開放 保育終了後から１時間程度，園庭

を開放している。 

全園にて実施 

（在園児のみ対象） 

地域未就学園児との交流 子育て支援活動として，就園前の

幼児に園庭開放をしたり，園児と

の交流会を行っている 

全園にて実施 

（地域の幼児も対象） 
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３ 保育所と幼稚園の目指すべき方向 

（１）待機児童解消について 

  待機児童解消策については，保育担当部署だけが解決に向けて取り組むのではなく， 

 芦屋市全体の就学前児童の問題として取り組むべきであり，そのためには教育委員会と

連携を図る必要があります。 

  待機児童解消に向けて即効性のある解決方法としては，ハード面の整備が考えられま

す。基本的には保育所の新設が一番望ましいのですが、限られた財源の中で，効果的で

なおかつ効率的な方策として，既存の公共施設の有効活用，とりわけ教育委員会所管の

幼稚園施設の活用が望ましいと考えます。 

しかし，待機児童解消策の選択肢として，公立幼稚園の有効活用については，誰も異

論は無いものの，同一施設内で保育所を併置することは，運用面や設備そして保育内容

等について，今後十分な検討が必要であり，さらに施設の拡充によって，新たな保育需

要の掘り起こしや，市民ニーズと供給量のバランスについても検討する必要があります。 

一方，公立幼稚園では，「預かり保育」などのニーズも考えられます。この事業を実

施することによって待機児童の解消に繋がる側面もありますが，保護者の就労の考え方

が変わることも想定されますので安易に子どもを預けてしまうこともあり得るのでは

ないかと懸念されます。 

  

【考えられる対応策】  

◎ 公共施設の有効活用 

◎ 公立幼稚園の空き教室の活用 

◎ 公立幼稚園の預かり保育の実施 

◎ 保育所の整備及び私立保育所の新設の検討 

      

＜委員等からの主な意見＞ 

○ 保育所の新設は難しいと思われるので，公共の空き施設を有効に活用すべき 

○ 預かり保育や公立幼稚園の３年保育の実施 

○ 幼稚園での預かり保育の実施は，安易に幼稚園へ預けることにつながるのではないか

○ 幼稚園の空き教室の活用については，十分な検討や実態把握が必要 

○ 保育所を増やすとさらに入所希望者が増えてしまい対応できないのでは 

 

（２）保育所と幼稚園との連携について 

 保育所における待機児童の増加や幼稚園の園児数の減少等，保育所と幼稚園の状況は

変化し，また親の就労形態や子育てに対する意識の変化などにより，子育てを取り巻く

状況は変わり，また保育所や幼稚園へのニーズも多様化してきています。 

 このような多様なニーズに応えるためには，幼稚園・保育所（以下 幼・保 とする）

が連携して既存施設の有効活用や幼稚園教諭及び保育士資格の免許・資格を有する人材

を柔軟に人事交流させるなど弾力的な運営を進めていかなければなりません。 
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 【考えられる対応策】 

◎ 保育所職員及び幼稚園職員との交流の実施 

◎ 保育所職員及び幼稚園職員との合同研修の実施 

◎ 保育所と幼稚園の園児同士の交流 

 

 ＜委員等からの主な意見＞ 

○ 保育所と幼稚園の交流は一部の地域ではある 

○ 就学前教育の目標については，幼稚園も保育所も目指すところは変わらない 

○ 幼稚園と保育所との職員交流が必要 

 

（３）その他保育所及び幼稚園の今後のあり方について 

 保育所及び幼稚園は，いずれも就学前児童を保育するところであるので，就学前児

童の子どもたちが，共に健やかに育つように環境面等で差があってはなりません。そし

て，小学校における生活や学習等への移行を円滑にし，発達や学び，生活の連続性を確

保し，総合的な流れを一貫したものにすることが重要です。 

     このことから，保育所，幼稚園及び小学校の職員が共に研修を深め，相互理解を図り，

子どもの学びの一貫についての共有化を進めることが必要です。 

     まず保育所においては，待機児童解消に努め，保育に欠ける子どもたちが保育所に入

所できるように施設整備を図り，さらに良好な環境のもとで保育が維持できるよう環境

面等の配慮も必要です。また，幼稚園においては，幼児の健やかな成長を確保するため，

地域との連携，施設や機能を開放し，子育て家庭に対して子育てに関する啓蒙活動等積

極的に子育て支援策に努めていく必要があります。 

     最後に子どものよりよい育ちを，芦屋市の目指すべき子ども像については，現在のと

ころ具体的に明文化されていません。しかし，保育所における保育目標は，「心豊かに，

仲間と育みあう」，すなわち生涯を見通した“生きる力”を育む保育を目指すものと定

義され，一方幼稚園では，「未来に向かってたくましく生きる幼児の育成」を目指し，

幼児に「たくましく生きる力」を育んでいくことを重要な課題と認識しており，共に「生

きる力を育む」ことが，保育所及び幼稚園の共通のキーワードとなっております。       

     芦屋市として，この「生きる力を育む」を共通のキーワードとして，今後，保育所，

幼稚園において，子どもに「生きる力を育む」ことができるようにするために基本的方

策をしっかりと議論し，芦屋市が市としてどのような子どもを育てたいのか、どのよう

な子どもに育って欲しいのか目指す子ども像を明文化し，さらに子どもの育ちに対応し

た保育所，幼稚園・小学校の連携した支援体制を構築していく必要があると考えます。  

   【考えられる対応策】 

◎ 保育所職員，幼稚園職員及び小学校職員との合同研修の実施 

◎ 公立幼稚園の子育て支援事業の実施 

◎ 公立幼稚園の預かり保育の実施（再掲） 
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 ＜委員等からの主な意見＞ 

※保育所 

 ○  円滑化の実施は，１人１人を丁寧に保育することができない 

 ○  更に長時間の保育をするような取り組みがあっても良いのでは 

 ○  教育の部分をもっとアピールしていく必要がある 

 

※幼稚園 

 ○  預かり保育には需要がある 

 ○  ３年保育を希望する場合は私立を選択する 

 ○  幼稚園で大切にしている親子で楽しさを共有し，絆を深めることが重要 

 ○  園庭開放等を通じて幼稚園で遊ぶことにより，家でこもって遊ぶことが減った 

 ○  幼稚園での子育て支援については必要性を感じており今後，議論し検討する 

 ○  保護者同士のつながりや園への協力が浸透している 

 ○  公立幼稚園では公立小学校との連携がある 

 ○  幼児期の地域における教育のセンターとしての役割が求められている 

 

※共通 

 ○  芦屋にいるすべての子どもの育ちを保障するために，平等な環境が必要である 

 ○  幼稚園において，新たな取り組みを行った結果，環境が変わっても今まで実施されて

   いたことが維持向上されなければならない。 
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４ 資料編 

 

（１）設置要綱 

    芦屋市保育所・幼稚園あり方検討委員会設置要綱 

 （設置） 

第１条 本市の保育所及び幼稚園のあり方を検討するため，芦屋市保育所・幼稚園あり方

検討委員会（以下「検討委員会」という。）を設置する。 

 （所掌事務） 

第２条 検討委員会は，次に掲げる事項を検討する。 

(1) 待機児童解消に向けた方策に関すること。 

(2) 保育所と幼稚園との連携に関すること。 

(3) その他保育所及び幼稚園の今後のあり方について必要な事項に関すること。   

 （組織） 

第３条 検討委員会は，１０人以内の委員をもって組織する。 

２ 検討委員会の委員は，次に掲げる者又は団体から選出された者のうちから，市長 

 が委嘱し，又は任命する。 

 (1) 学識経験者 

 (2) 保護者団体 

 (3) 労働者団体 

 (4) 行政関係者 

 （任期） 

第４条 委員の任期は，委嘱の日から検討結果を市長に報告する日までとする。 

 （委員長及び副委員長） 

第５条 検討委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は，学識経験者の委員の中から選任し，副委員長は，委員の中から委員長 

 が指名する。 

３ 委員長は，会務を総理し，検討委員会を代表する。 

４ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故あるとき，又は委員長が欠けたとき 

 は，その職務を代理する。 

 （会議） 

第６条 検討委員会の会議は，委員長が招集し，その議長となる。 

２ 検討委員会は，委員の過半数以上の出席がなければ会議を開くことはできない。 

３ 検討委員会において，必要があると認めるときは，委員以外の者の出席を求め， 

 意見若しくは説明を聴き，又は資料の提出を求めることができる。 

 （庶務） 

第７条 検討委員会の庶務は，保健福祉部こども課及び教育委員会管理部管理課に おい

て行う。 
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 （補則） 

第８条 この要綱に定めるもののほか，検討委員会の運営に必要な事項は，委員長が検討

委員会に諮って定める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は，平成２１年１１月２７日から施行する。 

 （この要綱の失効） 

２ この要綱は，第４条の規定により検討結果を市長に報告した日限り，その効力を 

 失う。 
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（２）委員名簿 

芦屋市保育所・幼稚園あり方検討委員会委員（第１回及び第２回） 

（敬称略） 

ＮＯ 区  分 出身団体等の名称及び役職 性別 氏 名 

１ 学識経験者 関西学院大学聖和短期大学教授 男 千葉武夫 

２ 学識経験者 東大阪大学副学長（こども学部教授） 女 吉岡眞知子 

３ 保護者団体（保育所） 芦屋市保育推進保護者会協議会会長 女 栗田沙織 

４ 保護者団体（保育所） 芦屋市保育推進保護者会協議会副会長 女 齋藤隆子 

５ 保護者団体（幼稚園） 芦屋市ＰＴＡ協議会常任理事 女 大屋鋪恵美 

６ 保護者団体（幼稚園） 芦屋市ＰＴＡ協議会（宮川幼稚園会長） 女 相井千葉 

７ 労働者団体 芦屋地方労働組合協議会 男 島山清史 

８ 行政関係者（保育所） 打出保育所所長 女 宗政多津子 

９ 行政関係者（幼稚園） 精道幼稚園園長 女 柴 ひろ 

 

芦屋市保育所・幼稚園あり方検討委員会委員（第３回～第５回） 

（敬称略） 

ＮＯ 区  分 出身団体等の名称及び役職 性別 氏 名 

１ 学識経験者 関西学院大学聖和短期大学教授 男 千葉武夫 

２ 学識経験者 東大阪大学副学長（こども学部教授） 女 吉岡眞知子 

３ 保護者団体（保育所） 芦屋市保育推進保護者会協議会会長 女 目春貴美子 

４ 保護者団体（保育所） 芦屋市保育推進保護者会協議会副会長 女 漆原千明 

５ 保護者団体（幼稚園） 芦屋市ＰＴＡ協議会常任理事 女 山口誓子 

６ 保護者団体（幼稚園） 芦屋市ＰＴＡ協議会理事 女 徳永久芽子 

７ 労働者団体 芦屋地方労働組合協議会 男 島山清史 

８ 行政関係者（保育所） 打出保育所所長 女 宗政多津子 

９ 行政関係者（幼稚園） 潮見幼稚園園長 女 前川和世 
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